
「われらの時代」（見開き一覧表）について（総括）

林立する優勝餌、優勝カップ

1．この季節、ライトアップで夕闇に映える古城

（盛岡城）の姿は素晴らしい。又日頃の活躍ぶり

から敬愛してやまない同窓の高橋克彦氏は、丁

度一年前、「ぼくらの時代展」を催し、昭和30年

代の盛岡を延らせ、楽しませてくれた。

この際、半世紀前の「われらの時代」（中・高6

年。昭和20年代）を少しライトアップすることと

した。

若くて元気だった頃を回想することは、いいこ

とだ。（回想法）この表が、各位の回想、回春（リ

フレッシュ）の一助となれば幸いである。

一挺る　青春の息吹　同期会－

2　この表は、主として「石桜50年史」、「石桜70

年史」、「石桜新聞」等を参考にして作成した。「見

開き1枚」を良しとしたので、スペースに限界が

あり、※印の関係資料で補足することとした。豊

富な活動実績でそのとりまとめに苦慮したが、不

十分な点はご容赦願いたい。

なお、連戦連勝で我々を喜ばせ、士気を鼓舞

してくれた野球部の活躍ぶりについては、昨年

刊行の岩高野球部史から引用した。

3　ともあれ、今改めて我々の中・高6年間の活動

を総括すると、全ての面で、質量共に極めて充

実したものであり、以下の事柄等からみて、我々

岩中22期・岩高5期生は、文武両道で一定の成

果を挙げることが出来たつわもの、少数精鋭の

軍団であったと確信し、自負したい。この際、改

めて恩師、先輩諸兄に感謝し、後輩諸君の健闘

S．26　広島
第6回国体参加費

S．27　宮城、山形、福島
第7回国体参加章

を祈りたい。

－バトン受け　走って渡して　今七十一

〈1〉　田村寿君を始めとする多くの仲間が日報学力

テスト等で立派な成績を示したこと。

〈2〉　各種の文化活動でリーダーシップを発揮した

こと。

〈3〉　各種の体育活動で獅子奮迅の活躍ぶりを示

したこと。

・我々が主力となった1951年（高二）の高総

体で全日制高校総合第二位、1952年（高三）

の高総体で同総合第二位（一位に0．5差）と

なった。なお、この時期、高総体、県体等の

場で、人気の硬式野球部を始め、ラグビー、

水泳、体操、庭球、排球、寵球、水球、アイス

ホッケーの各種目で優勝旗を手にした。送

球は準優勝、陸上は総合第三位、その他の種

目もベスト4、ベスト8であった。（因みに、ラ

イバル盛岡一高の生徒数は、本校の3倍強で

あった。）

・個人種目では、陸上、水泳、体操を始め各種

目での優勝・入賞は、枚挙にいとまがない。

・東北大会、インターハイ、国体等に多数の仲

間が出場し、次の成果を得た。

「東北大会　背泳100m　優勝　村井良和」ほか

「インターハイ　体操跳馬　　第三位　村上　昇」ほか

「国体　　　アイスホッケー　第三位　岩手高校」ほか

一石桜の　つわものともが　夢のあと－

（村上　昇）

S．26　水戸インターハイ

体操　銅メダル



※－1

新制岩手中学と岩手高校の誕生

昭和21年11月3日に公布され、翌22年5月3日か

ら施行された「日本国憲法」の精神に基づき、教育の分

野でも改革が行なわれた。すなわち、昭和22年3月

31日に「教育基本法」と「学校教育法」が公布・即日施

行され、これによって小学校6年間・中学校3年間の

義務教育が発足、更に高等学校3年間・大学4年間の

学校体系が整えられた。いわゆる六・三・三・四制の

誕生である。

私立中学として20余年の伝統を持つ者手中学も、新

しい学校制度にのっとった変革を余儀なくされた。ま

ず昭和22年3月27日に新制の岩手中学校への移行を

申請し、同年4月の新学期から義務教育としての中学

教育が始まった。また翌23年の2月26日には岩手高

等学校の設立を申請、3月19日に認可された。

こうして昭和23年度の新学期には、新制の岩手中

学と岩手高等学校の両校が揃った。いっぽう、昭和22

年春に各市町村が慌ただしく新設した公立新制中学校

の多くは、施設の面でも職員に関しても、極めて不十

分な状態で発足せざるをえなかった。したがって、こ

れに比べると旧制中学の伝統を持つ本校は遥かに恵ま

れた立場にあり、事実上6年間の一貫教育を旧制以来

の施設と職員で比較的円滑に行なえる体制が備わった

のである。

中学進学生を持つ県内各地の父母の間に、子供を地

元の急造公立中学校に行かせるよりも、むしろ伝統が

あり態勢の整っている岩手中学に入れたい気持ちが生

じたのは当然だった。昭和22年度から数年間、岩手

中学への入学志望者が殺到するという現象が見られた

のである。市内名門小学校の優等生が、岩手中学の入

試でふり落とされるという事例さえ生じた。昭和22

年には定員100名に対し応募者が249名に達し、入試

の結果110名だけが合格した。23年には定員100名

に対してじつに294名が応募し、内127名だけが合格

している。

その生徒たちが岩手中学・岩手高校の6年間一貫教

青を受けて高校3年生になったのは昭和27年以降だ

が、その中の一人、田村寿は、27年8月の岩手日報主

催学力コンクールで県下二位を占め、28年1月の同コ

ンクールでも四位になって万丈の気を吐いた。また、

28年6月に行なわれた東大学力増進会主催の模擬進学

適性検査全国コンクールで、三年の松野淳一が92点

という驚異的な得点をあげて全国一位になった。なお、

前記の田村寿は東京大学理科三類に、また松野淳一は

東北大学理学部に、それぞれ入学している。この両名

以外にも、彼らの多くが東大・京大・東北大をはじめ

とする国立大学、また早稲田・慶応をはじめとする一

流私立大学に合格し、岩高の名を天下にとどろかした。

中・高一貫教育の長所が遺憾なく発揮された時期だった

のである。
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鹿 桜　会：功　労　章　受　章　者　－　撃邑

番　 号 学　 年 氏　　 名 受　 章　 年　 月　 日 功積 区分

1 五　 年 西在家　　　 寛 昭和 2 2 年 1 2 月2 0 日 文　 化

2 五　 年 山　 口　 謹　 － 昭和 2 3 年　 3 月　 6 日 文　 化

3 高　 三 叫　 海　 正　 人 昭和 2 4 年　 3 月 1 2 日 体　 育

4 高　 三 小野寺　 由　 也 昭和 2 4 年 1 0 月　 3 日 文化 ・体育

5 高　 三 ′ト　 林　 棲　 二 昭和 2 5 年　 9 月 3 0 日 体育

6 高　 三 嘗　 手　　　 穀 昭和 2 5 年　 9 月3 0 日 石桜会投 旦

7 高　 三 八重樫　 昌　 宏 昭和 2 6 年 1 0 月　 1 日 石桜会役員

8 高　 二 小武万　 信　 一 昭和 2 7 年　 3 月 1 5 日 体育

9 高　 三 田　 村　　 寿 昭和 2 7 年 1 0 月 2 7 日 石桜会 ・文化

1 0 高　 三 村　 上　　 昇 昭和 2 7 年 1 0 月 2 7 日 体育

1 1 高　 三 佐　 藤　 忠　 三 昭和 2 8 年　 3 月 1 日 体育

1 2 高　 三 村　 井　 良　 和 昭和 2 8 年　 3 月 1 日 体育

1 3 高　 三 照　 井　　 菅 昭和 2 8 年　 9 月 3 0 日 体育

1 4 高　 三 松　 野　 淳　 一 昭和 2 8 年　 9 月3 0 日 文化

1 5 高　 三 岩　 脇　 章　 夫 昭和 2 9 年　 3 月　 1 日 体育

1 6 高　 三 追　 随　 政　 二 昭和 2 9 年　 3 月 1 日 文化 ・体育

1 7 高　 三 北　 田　 一　 平 昭和 2 9 年　 3 月　 1 日 体育

1 8 高　 三 村　 井　 健　 祐 昭和 2 9 年　 9 月 3 0 日 体育

1 9 l 高 三
古　 川　 知■　義 昭和 3 0 年　 3 月　 1 日 文化

2 0 1 高 三
吉　 田　 栄　 一 昭和 3 0 年　 3 月　 1 日 文化

一 以 下略－

（参考）平成16年10月現在　t個人97弓・／団体20号

水泳

・県中体連大会　総合優勝

自由　400m　2位　丹内悼海
〝　800m　2位　丹内悼海

平泳100m　3位　佐々木一彦

〝　200m　3位　佐々木一彦
背泳　　50m1位　村井良和

〝　　〝　　2位　吉田義輝

〝　100m1位　村井良和

〝　　〝　　2位　吉田義輝
300mメドレー1位　岩中

陸上

・盛岡近郊中学大会　総合優勝

400m　2位　瀬川雅三
800m　2位　菊池佑治

800mハードル　2位　瀬川雅三

砲丸投　3位　下河原善嗣郎

円盤投1位　森英雄
走巾跳　3位　久慈茂貴

三段跳1位　久慈茂景

800mリレー　1位　岩中

・盛岡市内中学大会

400m1位　瀬川雅三
80mハードル1位　瀬川雅三

砲丸投　2位　下河原善嗣郎

走巾跳1位　久慈茂貴

三段跳1位　久慈茂景
800mリレー　2位　岩中

（菊池佑治、瀬川、久慈、岩脇）

新生の意気に燃えた創立25周年記念式典
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